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Report on the Center for Distance Learning of ]apanese 
and ]apanese Issues 2013 
IMAI Shingo， LEE Jae-Ho， KAI Akiko， YOSHIDA Asako， 
NOBUOKA Mari， FURUKAWA Masako，日ORISeiji， PARK Jinhwan 
[Abstract] The InternationaI Student Center at University of Tsukuba was certified as 
a Center for Distance Learning of ]apanese and ]apanese Issues in March 2010. We are 
developing an e-Iearning system with digitaI contents focused on the ]apanese Ianguage 
and culturaVsociaI issues of ]apan. InternationaI students at ]apanese institutions may 
freely access the system and Iearn ]apanese. We report on the development of e-learning 
contents and other activities， along with the plan of the next year' s、activities.
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テムとして、 1)i筑波日本語eラー ニンク〉、 2)i場面・機能別会話練習データベースJ、3)
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1) Model Conversation 
2) Model Cut Play 
3) Conversation Drills 
1)はレッスンの学習項目を含んだ会話場面を映像で表現しており、字幕無し版、ひらが
な字幕版、漢字かな交じり字幕版、英訳字幕版の 4種類のi映像を切り替えながら関覧でき
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図4.japanese Learner's Dictionary C日本語学習者辞書)
2013年 1月に独立行政法人情報通信研究機構 (NICT)による IEDR電子化辞書Ver4.0j
の「日英対訳辞書Jと既存語嚢データを融合させデータベースでの運用を開始し、 2013年
5月にコーパスとの連携、 2013年 7月にスマートフォン端末への対応、 2013年 9月にi可
IEDR'電子化辞書Ver4.0jの「英単語辞書」からの英日検索機能を追加した。ページビュー
数は8，223であった (2014年 l月現在)。
2. 4 コンピュータ・テストリーCATJ Chttp://www.j-cat.org/) 
I1ヨ本語・日本事情遠隔教育拠点」では、学習者の日本語能力を評価するためのコンビュー
タ・テストとして、ワーCAT(Japanese computerized adaptive test) j と 'TTB](Tsukuba 
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2. 5 コンビュータ・テスト iTTBJJ(http://ttbj.jpn.org/) 
日本語学習者の言語能力を評価するもう一つのテストシステムとして fTTBJJを2013年
5月より公開した。 fTTBJJは、筑波大学留学生センターで作成し、改良を重ねてきたテ
スト集であり、様々な種類のテストを提供している(表 1) 0 fTTBJJは短時間で日本語の




である。 fJ-CATJ との相違点として、 f1由人受験」と f団体受験Jでは、受けられるテス
トの種類が異なる(表 1)。
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表 1.個人受験と団体受験の受けられるテスト
個人受験の場合 団体受験の場合
SPOT90 (90 向、 10分 ~15分) SPOT90 (901'1:¥， 10分~15分)
漢字SPOT50 (50問、 10分 ~15分) 文法90 (90問、日分~30分)
漢字力診断初級 (120問、 30分 ~60分) 音声文法30 (30 問、 10分 ~15分)




漢字力診断テスト初級 (120問、 30分 ~60分)














1~17 のとおり、ユーザーは rNINJAL-LWPj を通して、「筑波ウェブコーパスJ にアク
セスすることができる。本コーパスツールは、一般的なコンコーダンスツールのように










図7.rNINJAL -LWP J 
2013年4年より公開しており、ページビュー数は33，769であった (2014年 1月現在)。




















2010.12.20 「教室授業との併用におけるeラ一二ングの効果的な利用J 約 20名
講師:藤村知子氏(東京外国語大学留学生日本語教育センター准教筏)
2011. 2.14 「日本語教育の教材作成に使う音声合成ソフトウェアj 約 15名
講師:Al株式会社
2011.11.12 「音声の構造的表象とそれに基づく外国語発音評定J 約 30名
講師:峯松{言明氏(東京大学大学院4情報理工学系研究科教授)




2012. 3.16 「日本語eラーニング、教材説明会」 約 50名
主催:日本語・臼本事情遠縞教育拠点(教育機関共同利用拠点)
平成25年度日本語学校教育研究大会フoレセッション「日本語教育e-learning 約100名
2013. 8. 5 展示会J参加
場所:国立オリンピック記念青少年総合センター
主催:社国法人日本語教育振興協会








1 .甲斐晶子・今井新悟・李在錦 (2013)r]apanese Learner's Dictionary一日本語学習者
のためのマルチメディアウエアゃ辞書Jr 2013年度百本語教育学会秋季大会(関西外国
語大学)J




















9.古川雅子・市原明日香・今井新悟 (2011)rDeveloping E-learning Systemof ]apanese 
Languagefor Foreign Studentsin ]apanJ The 19th International Conference on Com-































1 .筑波大学留学生センターにおける利用例については、高原 (2013)および堀ほか (2013)
において報告されている。
2 I場面・機能別日本語会話練習データベースJ は科学研究費補助金の助成によってカ
イザーシュテファン(ほか)が開発したDVD教材 I]apaneseConversation Practice 
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